
復興10年 神戸の闘い

ー目で見る震災対応ー

2010.6.9 京大情報学研究科

目次以降の画面は、自動プレゼンテーションです。

また、再生する機器によっては、起動に時間がかかる
場合がありますので、ご了承ください。
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第1章 激動の1年
 1995年1月17日午前５時４６分 M7.3 震度６～７

 被災地で何が起こったのか

神戸市長田区の被災状況 神戸市灘区の被災状況
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出動24時間体制

 災害対策本部の立ち上げ

 初動3日の取組み

神戸市災害対策本部（神戸市役所1号館８階）



City of Kobe 4

避難所を開設せよ

 599箇所 最大236,899人（１/24)

 救援物資の確保 避難所となった市立小学校
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救急救命活動は

 まずは人命救助、消火・避難活動

 災害救助法の適用

元東灘区御影群家自治会長 柏木康男氏
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被害状況の把握
死者4,571人、負傷者14,678人

住宅被害 全壊67,421棟

半壊55,145棟

全焼6,965棟 滅失82,000戸

神戸産業の深刻な打撃

社会・産業面での資本ストック ６兆９千億円

滅失住宅は民間 79,283戸（総数の15.1％）

ｹﾐｶﾙｼｭｰｽﾞ80％、清酒造50％、市街地商店街

の約1/3が倒壊

長田区鷹取商店街付近の被災状況
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学校園の被害状況

市立飛松中学教室の破損状況天井が落下した講堂（市立本多聞小学校）

 建て替え ２１校園２７棟

 大規模改修工事 １０校園１０棟

 中規模改修工事 ３５校園４７棟
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応急仮設住宅の確保

 震災3日後から着工、計32,346戸（第1次発注２Kタイプ
1,013戸）

 用地を確保せよ、入居者最大31,000世帯（95年11月）

市内仮設住宅の建設状況
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復興基金の設立

 95年4月1日 設立者：兵庫県、神戸市

 基金の規模 9,000億円（基本財産200億
円、運用財産8,800億円）

事業規模113事業、3,589億円

 生活再建支援金の給付 1世帯月額2万円

受付開始 97年4月25日
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ライフラインの復旧

 電気1/23（応急復旧）、電話1/31，焼却工場
2/20、ガス4/11、水道4/17、下水道5/1、
JR4/1、各私鉄6月

電気復旧工事とがれきの搬出状況
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現状復旧と区画整理
 事業手法

と地区の

確定

 まちづくり

推進協議

会の果た

した役割

定点観測（左上図か
ら反時計回りに、JR
三宮駅付近、JR新長
田駅付近、JR甲南山
手駅付近、JR鷹取駅
付近）
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第2章 市民の目線に立つ

 神戸市復興計画（95年6月）

①安心 ②活力 ③魅力 ④協働

 生活再建本部の立ち上げ（96年4月）

 神戸のすまい復興プラン（96年7月）

 地域経済の振興
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大規模な住宅募集
 95年10月から８回、募集戸数36,675戸
 一元募集の導入

 HAT神戸オープン

(98年3月)

東部新都心計画の中心プロジェクト「HAT神戸」のオープニング風景



City of Kobe 14

学校園の改修

 改修査定額 ２８０校園２５０億７７２４万円

 防災機能の充実

 建物強度、上下

水道直圧化

 地域防災拠点整備

市立本山南小学校の防災施設
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震災の語り部

元市立本山第2小学校長 岩本しず子

 そこから出発

岩本先生語り部（全国小学校道徳教育研究大会）

「できることを できるところで できるだけ」

「優しさこそ人の宝」

「もう一人の力強い

自分がいることを」
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第3章 くらしの復興

 早期移転に向けて

 住宅供給計画 ８２、０００戸

 5年目の残された課題

①市民の生活再建

②都市活動の活性化

③安全で安心なすまい・

まちづくり
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防災福祉コミュニティ

 連携と信頼の構築 三ツ星ベルト㈱の活動

 自主防災力の向上、183地区で結成

防災福祉コミュニティに
おける消火訓練

資料提供

三ツ星ベルト㈱
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第4章 変容する町

 安全で元気な都市へ（市民とともに創る神戸）

 神戸の町づくり論

 財政再建の闘い

矢田神戸市長のまちかどトーク風景
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復興10年の総括と検証

 ３つのキーワード

「安全・安心」「健康」「交流・融合」

草の根の検証作業 神戸産業の今
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スーパー中枢港湾へ

 阪神港に内定、陸海空の情報拠点に

 神戸空港の開港(05年度）
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医療産業都市の展望
 医療関連企業の集積

 産学連携による新事業の創出
基盤整備進む医療産業都市
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神戸の教育

 特色ある神戸の教育推進アクティブプラン
（H15.3策定）
①分かる授業・楽しい学校

②家庭・地域・学校の連携

③情報発信する学校

神戸市立六甲アイランド高校教頭 西尾 勝市内小学校の情報教育授業風景
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美しい街へ
 オンリーワン神戸に

 観光交流都市へ

神戸の冬の風物詩ルミナリエ 観光交流都市 神戸
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しあわせ運べるように

 We have a dream
地震にも負けない 強い心をもって

亡くなった方々のぶんも 毎日を大切に生きてゆこう

傷ついた神戸を 元の姿に戻そう

支え合う心と明日への 希望を胸に

響きわたれぼくたちの歌 生まれ変わる神戸のまちに

届けたいわたしたちの歌 しあわせ運べるように

作詞・作曲 臼井 真

作詞・作曲 臼井 真
（神戸市立小学校教諭）
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